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は
じ
め
に
　
『
羅
生
門
』
は
、
源
頼
光
、
渡
邊
綱
ら
の
鬼
退
治
を
描
い
た
御
伽
草
子
で
あ
る
。
成
立
は
近
世
初
期
と
さ
れ
（
１
）、
複
数
の
諸
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。『
羅
生
門
』
成
立
に
つ
い
て
は
、先
行
研
究
で
『
太
平
記
』
や
『
平
家
物
語
』
剣
巻
、
謡
曲
「
羅
生
門
」
な
ど
の
典
拠
が
指
摘
さ
れ
、
特
に
『
太
平
記
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、『
太
平
記
』
に
は
多
く
の
諸
本
が
あ
り
、
諸
本
間
の
異
同
も
多
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、『
羅
生
門
』
に
用
い
ら
れ
た
『
太
平
記
』
諸
本
の
特
定
を
行
い
た
い
。
次
に
、
頼
光
を
中
心
と
す
る
系
統
の
本
と
綱
を
中
心
と
す
る
系
統
の
本
と
の
本
文
比
較
、
主
題
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
　『
羅
生
門
』
と
『
太
平
記
』
　
『
羅
生
門
』
本
文
が
い
か
に
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
探
る
た
め
、
典
拠
作
品
に
注
目
す
る
。
こ
の
物
語
は
、
大
江
山
の
鬼
退
治
譚
、
『
太
平
記
』、剣
巻
、謡
曲
「
羅
生
門
」
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
（
２
）。
し
か
し
、『
太
平
記
』
に
は
諸
本
が
多
く
存
在
し
、
諸
本
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
。
先
行
研
究
（
３
）
で
は
『
太
平
記
』
と
さ
れ
る
の
み
で
ど
の
諸
本
に
依
っ
た
か
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
典
拠
と
さ
れ
る
『
太
平
記
』
諸
本
を
判
断
す
る
た
め
、
特
に
『
太
平
記
』
の
引
用
の
多
い
『
羅
生
門
』
下
巻
の
後
半
部
を
用
い
て
比
較
検
討
す
る
。『
羅
生
門
』
の
最
後
に
は
、
先
行
作
品
で
あ
る
『
綱
絵
巻
』（
４
）
に
は
な
い
、
加
持
に
よ
り
倶
利
伽
羅
天
が
降
り
て
、
折
れ
た
刀
が
元
に
戻
る
と
い
う
話
が
あ
る
。『
太
平
記
』
に
は
、
こ
の
話
を
含
む
諸
本
と
含
ま
な
い
諸
本
が
あ
る
こ
と
が
、
以
下
引
用
す
る
長
谷
川
端
校
小
川　
智
奈
美
御
伽
草
子
『
羅
生
門
』
の
主
題
と
そ
の
変
奏
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注
・
訳
『
太
平
記
④
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
57
』（
５
）
の
頭
注
よ
り
わ
か
る
。
　
　
西
源
院
本
で
は
（
中
略
）「
其
ノ
来
ロ
宗
験
清
浄
之
横
川
都
卒
之
僧
都
覚
蓮
ヲ
奉
テ
レ
請
、
壇
上
ニ
此
太
刀
ヲ
立
、
注
連
ヲ
引
、
七
日
加
持
シ
給
ケ
レ
ハ
、
鋒
先
五
寸
折
タ
リ
ケ
ル
剣
ニ
、
天
上
ヨ
リ
ク
リ
カ
ラ
下
懸
テ
、
鋒
崎
ヲ
口
ニ
哺
ミ
ケ
レ
ハ
、
乍
ニ
如
レ
元
ノ
生
出
ニ
ケ
リ
」
と
の
独
自
記
事
が
入
る
。
梵
舜
本
・
流
布
本
同
じ
。
そ
こ
で
、『
太
平
記
』
諸
本
と
『
羅
生
門
』
の
東
洋
大
本
（
６
）
を
比
較
す
る
。
該
当
箇
所
は
『
太
平
記
』
諸
本
の
う
ち
差
異
の
あ
る
、
正
体
を
現
し
た
牛
鬼
が
頼
光
に
倒
さ
れ
る
箇
所
を
引
用
す
る
。（
７
）
共
通
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
西
源
院
本
を
波
線
、
梵
舜
本
を
点
線
、
流
布
本
は
一
重
線
で
表
す
。
さ
ら
に
、
三
つ
す
べ
て
に
共
通
す
る
部
分
は
太
線
、
梵
舜
本
・
流
布
本
の
二
つ
に
共
通
す
る
部
分
は
鎖
線
、
西
源
院
本
・
流
布
本
の
二
つ
に
共
通
す
る
部
分
は
二
重
波
線
で
表
す
（
８
）。
『
羅
生
門
』
　
　
「
げ
に
も
こ
れ
は
我
手
な
れ
ば
取
り
返
す
」
と
て
、
右
の
手
に
さ
し
つ
ぐ
と
見
れ
ば
、
今
ま
で
母
と
見
え
し
人
、
そ
の
た
け
二
丈
ば
か
り
な
る
牛
鬼
と
な
つ
て
、
酌
に
立
つ
た
る
綱
を
つ
か
む
で
、
御
殿
の
破
風
を
蹴
破
り
出
ん
と
す
。
頼
光
心
得
た
り
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
側
な
る
太
刀
を
ひ
ん
抜
い
て
、
続
い
て
躍
り
上
が
り
、
片
手
討
に
討
ち
給
へ
ば
、
か
の
牛
鬼
の
頭
を
か
け
ず
斬
り
落
す
。
死
骸
は
破
風
よ
り
上
が
り
け
れ
ば
、
綱
を
廣
庭
に
投
げ
捨
て
、
雲
の
う
ち
へ
ぞ
入
り
に
け
り
。
そ
の
頭
飛
び
上
が
り
〳
〵
頼
光
に
か
ゝ
り
け
る
が
、
つ
ゐ
に
太
刀
の
き
つ
さ
き
五
寸
ば
か
り
食
ひ
切
つ
て
、
口
に
含
み
な
が
ら
、
半
時
ば
か
り
躍
り
上
が
り
、
吠
へ
い
か
り
け
る
が
、
頼
光
太
刀
を
逆
手
に
取
り
、
隙
間
も
な
く
斬
り
給
へ
ば
、
つ
ゐ
に
地
に
落
ち
て
む
な
し
く
な
る
。
恐
ろ
し
か
り
し
事
ど
も
な
り
。
是
よ
り
渡
邊
の
屋
形
に
は
、
破
風
を
せ
ざ
る
と
は
此
い
は
れ
な
り
。（
中
略
）
そ
の
こ
ろ
修
験
第
一
横
川
の
僧
都
覚
蓮
を
請
じ
奉
り
、
壇
上
に
此
太
刀
を
立
て
、
注
連
を
ひ
き
、
七
日
加
持
し
給
ひ
け
れ
ば
、
き
つ
さ
き
五
寸
折
れ
た
り
け
る
剣
に
、
天
井
よ
り
倶
利
伽
羅
お
り
か
ゝ
り
、
き
つ
さ
き
を
口
に
含
み
け
れ
ば
、
忽
ち
に
も
と
の
如
く
生
ひ
出
に
け
り
。
西
源
院
本
　
　
是
ハ
我
カ
手
ニ
テ
候
ケ
ル
ト
云
テ
差
合
セ
、
兀
ニ
長
二
丈
計
ナ
ル
牛
鬼
ニ
成
テ
、
酌
ニ
立
タ
リ
ケ
ル
綱
ヲ
左
ノ
手
ニ
提
テ
、
天
井
ノ
煙
出
ヨ
リ
上
リ
ケ
ル
ヲ
、
頼
光
件
ノ
太
刀
ヲ
拔
テ
、
牛
鬼
ノ
頭
ヲ
切
テ
落
ス
、
其
頭
頼
光
ニ
掛
リ
ケ
ル
ヲ
、
太
刀
ヲ
逆
手
ニ
取
直
シ
テ
合
セ
ラ
レ
ケ
レ
ハ
、
此
頭
太
刀
之
鋒
崎
ヲ
五
寸
食
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切
テ
口
ニ
含
ミ
乍
ラ
、
頭
ハ
遂
ニ
地
ニ
落
テ
、
兀
ニ
目
ヲ
ソ
塞
キ
ケ
ル
、
其
貌
ハ
猶
破
風
ヨ
リ
蜚
出
テ
、
曠
ノ
天
ニ
昇
リ
ケ
リ
、
其
來
宗
験
清
浄
ノ
横
川
都
卒
之
僧
都
覚
蓮
ヲ
奉
レ
請
、
壇
上
ニ
此
太
刀
ヲ
立
、
注
連
ヲ
引
、
七
日
加
持
シ
給
ケ
レ
ハ
、
鋒
先
五
寸
折
タ
リ
ケ
ル
剣
ニ
、
天
井
ヨ
リ
ク
リ
カ
ラ
下
懸
テ
、
鋒
崎
ヲ
口
ニ
哺
ミ
ケ
レ
ハ
、
乍
ニ
如
レ
元
生
出
ニ
ケ
リ
梵
舜
本
　
　
是
ハ
我
手
ニ
テ
候
ケ
ル
ト
云
テ
差
合
セ
、
忽
ニ
長
二
丈
許
ナ
ル
牛
鬼
ニ
成
テ
、
酌
ニ
立
タ
ル
綱
ヲ
左
ノ
手
ニ
乍
レ
提
ケ
、
頼
光
ニ
走
蒐
リ
ケ
ル
ヲ
、
頼
光
件
ノ
太
刀
ヲ
抜
テ
牛
鬼
ノ
頭
ヲ
カ
ケ
ス
切
テ
落
ス
、
其
頭頼光
イ中
ニ
飛
揚
リ
太
刀
ノ
鋒
ヲ
三五イ
寸
喰
切
テ
、
口
ニ
乍
レ
含
、
半
時
許
跳
上
リ
〳
〵
吠
忿
リ
ケ
ル
カ
、
遂
ニ
ハ
地
ニ
落
テ
死
ニ
ケ
リ
、
其
形
ハ
尚
破
風
ヨ
リ
飛
出
テ
、
遥
ノ
天
ニ
上
リ
ケ
リ
、
今
ニ
至
ル
マ
テ
、
渡
辺
党
ノ
家
作
ニ
八
風
ヲ
セ
サ
ル
ハ
此
故
也
、
其
比
宗
験
清
浄
ノ
都
率
ノ
僧
都
覚
蓮
ヲ
請
シ
奉
テ
壇
上
ニ
此
太
刀
ヲ
立
シ
メ
ヒヲ
キ
、七
日
加
持
シ
給
ケ
レ
ハ
、
鋒
五
寸
折
タ
リ
ケ
ル
、
剣
ニ
天
井
ヨ
リ
ク
リ
カ
ラ
下
懸
テ
、
鋒
ヲ
口
ニ
ク（マ
マ
）ヽ
ミ
ケ
レ
ハ
、
乍
ニ
如
レ
元
生
出
ニ
ケ
リ
流
布
本
　
　
「
是
ハ
我
手
ニ
テ
候
ケ
ル
。」
ト
云
テ
差
合
、
忽
ニ
長
二
丈
計
ナ
ル
牛
鬼
ト
成
テ
、
酌
ニ
立
タ
リ
ケ
ル
綱
ヲ
左
ノ
手
ニ
乍
レ
提
、
頼
光
ニ
走
蒐
リ
ケ
ル
。
頼
光
件
ノ
太
刀
ヲ
拔
テ
、
牛
鬼
ノ
頭
ヲ
カ
ケ
ズ
切
テ
落
ス
。
其
頭
中
ニ
飛
揚
リ
、
太
刀
ノ
鋒
ヲ
五
寸
喰
切
テ
、
口
ニ
乍
レ
含
、
半
時
許
跳
上
リ
〳
〵
吠
忿
リ
ケ
ル
ガ
、
遂
ニ
ハ
地
ニ
落
テ
死
ニ
ケ
リ
。
其
形
ハ
尚
破
風
ヨ
リ
飛
出
テ
、
遙
ノ
天
ニ
上
リ
ケ
リ
。
今
ニ
至
ル
マ
デ
、
渡
邊
党
ノ
家
作
ニ
破
風
ヲ
セ
ザ
ル
ハ
此
故
也
。
其
比
修
験
清
浄
ノ
横
川
ノ
僧
都
覚
蓮
ヲ
請
ジ
奉
テ
、
壇
上
ニ
此
太
刀
ヲ
立
、
七
五
三
ヲ
引
、
七
日
加
持
シ
給
ケ
レ
バ
、
鋒
五
寸
折
タ
リ
ケ
ル
剣
ニ
、
天
井
ヨ
リ
ク
リ
カ
ラ
下
懸
テ
鋒
ヲ
口
ニ
フ
ク
ミ
ケ
レ
バ
、
乍
ニ
如
レ
元
生
出
ニ
ケ
リ
。
　
場
面
の
構
成
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
『
羅
生
門
』
　
①
「
こ
れ
は
我
が
手
だ
」
と
斬
ら
れ
た
腕
を
取
り
返
し
、
牛
鬼
に
な
る
　
②
牛
鬼
が
綱
を
つ
か
ん
で
御
殿
を
出
よ
う
と
す
る
　
③
頼
光
が
太
刀
を
抜
い
て
牛
鬼
の
頭
を
斬
り
落
す
　
④
牛
鬼
の
骸
（
体
）
が
破
風
よ
り
上
が
り
天
へ
　
⑤
牛
鬼
の
頭
が
飛
び
上
が
り
頼
光
へ
向
か
う
　
⑥
牛
鬼
の
頭
が
太
刀
の
切
っ
先
を
食
い
切
り
躍
り
上
が
り
吠
え
る
　
⑦
頼
光
が
太
刀
を
逆
手
に
取
り
直
し
頭
を
斬
り
取
る
　
⑧
牛
鬼
の
頭
が
地
に
落
ち
て
死
す
　
⑨
渡
邊
の
屋
形
に
破
風
が
な
い
由
来
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（
略
）
… 
鬼
切
改
名
の
由
来
　
⑩
加
持
に
よ
り
折
れ
た
太
刀
の
鋒
が
元
に
戻
る
西
源
院
本
は
①
②
③
⑤
⑦
⑥
⑧
④
⑩
⑨
の
順
で
場
面
構
成
さ
れ
て
お
り
、
梵
舜
本
・
流
布
本
は
ど
ち
ら
も
同
様
の
構
成
で
、
①
②
③
⑤
⑥
⑧
④
⑨
⑩
の
順
で
あ
る
。三
本
に
共
通
す
る『
羅
生
門
』と
の
違
い
は
、
鬼
の
手
を
頼
光
の
母
が
右
の
手
に
さ
し
つ
ぐ
点
、
牛
鬼
が
御
殿
の
破
風
を
蹴
破
り
出
よ
う
と
す
る
点
、
綱
を
廣
庭
に
投
げ
捨
て
る
表
現
が
あ
る
点
、
牛
鬼
の
骸
が
破
風
よ
り
天
に
昇
る
の
は
頭
が
地
に
落
ち
て
か
ら
と
い
う
点
、
鬼
切
改
名
の
由
来
を
語
る
場
面
は
太
刀
が
元
に
戻
っ
て
か
ら
と
い
う
点
で
あ
る
。
西
源
院
本
と
の
み
共
通
す
る
箇
所
と
し
て
は
、『
羅
生
門
』
の
「
頼
光
に
か
ゝ
り
け
る
が
」「
頼
光
太
刀
を
逆
手
に
取
り
」
と
、
西
源
院
本
の
「
頭
頼
光
ニ
掛
リ
ケ
ル
ヲ
、
太
刀
ヲ
逆
手
ニ
取
直
シ
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、『
羅
生
門
』・
西
源
院
本
は
、
鬼
が
綱
を
掴
ん
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
梵
舜
本
・
流
布
本
は
鬼
が
頼
光
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
も
あ
る
。
場
面
構
成
に
つ
い
て
は
、
西
源
院
本
が
異
な
る
部
分
が
多
い
と
言
え
る
。
梵
舜
本
・
流
布
本
は
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
を
有
し
て
い
る
。
本
文
に
つ
い
て
比
べ
て
み
る
に
、『
羅
生
門
』
の
「
牛
鬼
の
頭
を
か
け
ず
斬
り
落
す
」
は
梵
舜
本
・
流
布
本
の
「
牛
鬼
ノ
頭
ヲ
カ
ケ
ズ
切
テ
落
ス
」
に
対
応
し
、
牛
鬼
の
頭
が
飛
び
上
が
る
表
現
も
梵
舜
本
・
流
布
本
に
は
あ
る
。
さ
ら
に
、『
羅
生
門
』
の
「
刀
の
き
つ
さ
き
五
寸
ば
か
り
食
ひ
切
つ
て
、
口
に
含
み
な
が
ら
、
半
時
ば
か
り
躍
り
上
が
り
、
吠
へ
い
か
り
け
る
」
は
流
布
本
の
「
太
刀
ノ
鋒
ヲ
五
寸
喰
切
テ
、
口
ニ
乍
含
、
半
時
許
跳
上
リ
〳
〵
吠
忿
リ
ケ
ル
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
梵
舜
本
で
は
五
寸
で
は
な
く
三
寸
に
な
っ
て
お
り
、西
源
院
本
に
は「
半
時
ば
か
り
」
以
降
の
文
が
な
い
。
す
べ
て
一
致
す
る
の
は
流
布
本
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
太
平
記
』
諸
本
の
う
ち
で
は
、
流
布
本
が
最
も
御
伽
草
子
『
羅
生
門
』
に
近
い
と
言
え
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
諸
本
の
う
ち
西
源
院
本
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
『
羅
生
門
』
の
先
行
作
品
で
あ
る
『
綱
絵
巻
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
を
挙
げ
る
。『
綱
絵
巻
』
は
、『
羅
生
門
』
と
同
じ
構
造
を
持
つ
、
源
頼
光
と
渡
邊
綱
の
鬼
退
治
を
描
い
た
物
語
で
、
室
町
時
代
成
立
と
さ
れ
る
。
龍
澤
氏
（
９
）
は
『
羅
生
門
』
と
『
綱
絵
巻
』
の
本
文
に
つ
い
て
、「
綱
絵
巻
系
統
」
と
、「
羅
生
門
絵
巻
系
統
」
の
本
文
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
佐
々
木
氏
（
10
）
も
本
文
一
致
は
見
ら
れ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、『
綱
絵
巻
』
本
文
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
箇
所
、
特
に
物
語
後
半
部
で
の
一
致
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
綱
絵
巻
』
の
該
当
箇
所
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
11
）。
　
　
母
こ
れ
を
と
り
て
暫
み
る
よ
し
し
け
る
か
右
の
手
の
臂
よ
り
切
た
る
を
指
出
し
て
是
は
我
手
に
て
候
と
て
切
株
に
差
合
せ
て
忽
に
長
貳
丈
は
か
り
な
る
牛
鬼
と
成
て
酌
に
立
た
る
つ
な
を
左
の
手
に
ひ
つ
さ
け
て
天
井
之
煙
出
し
よ
り
あ
か
ら
む
と
そ
し
た
り
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け
る
　
　
さ
て
頼
光
太
刀
を
抜
て
牛
鬼
の
頸
を
か
け
す
切
て
お
と
す
其
頸
頼
光
に
飛
て
か
ゝ
り
て
け
る
を
太
刀
を
逆
手
に
取
な
を
し
て
合
か
（
マ
マ
）れ
け
れ
は
此
頸
太
刀
の
鋒
貫
て
遂
に
地
に
落
て
忽
に
目
を
そ
ま
（
マ
マ
）さ
き
け
る
其
質
は
な
を
し
は
ら
く
は
つ
な
を
捨
す
破
風
よ
り
と
ひ
出
て
遥
の
天
に
の
ほ
り
け
り
今
に
至
ま
て
渡
邊
党
の
家
作
に
破
風
を
せ
さ
る
は
故
也
西
源
院
本
と
の
み
共
通
す
る
箇
所
と
し
て
あ
げ
た
、「
頼
光
に
か
ゝ
り
け
る
が
」「
頼
光
太
刀
を
逆
手
に
取
り
」
と
い
う
表
現
と
鬼
が
綱
を
掴
ん
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
表
現
は
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
『
綱
絵
巻
』
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
流
布
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
『
綱
絵
巻
』
に
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
羅
生
門
』
は
『
太
平
記
』
の
う
ち
流
布
本
を
用
い
た
こ
と
を
再
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
よ
り
本
稿
で
は
、『
綱
絵
巻
』
を
物
語
構
成
の
基
礎
に
お
き
、
本
文
も
一
部
依
拠
し
て
、
流
布
本
『
太
平
記
』、
剣
巻
を
始
め
と
し
た
典
拠
作
品
を
用
い
て
『
羅
生
門
』
本
文
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
。
二
　
頼
光
退
治
譚
か
ら
綱
退
治
譚
へ
　
本
稿
で
は
諸
本
を
二
つ
の
系
統
に
分
け
た
。
便
宜
上
、
典
拠
と
す
る
『
太
平
記
』
に
従
っ
て
、
牛
鬼
が
頼
光
の
母
に
化
け
、
そ
れ
を
頼
光
が
退
治
し
た
と
い
う
型
を
第
一
類
、
牛
鬼
が
綱
の
母
に
化
け
、
そ
れ
を
綱
が
退
治
し
た
と
い
う
型
を
第
二
類
と
す
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
両
者
の
間
に
発
生
し
た
差
異
の
詳
細
、
物
語
へ
の
影
響
に
つ
い
て
第
一
類
の
東
洋
大
本
と
、
第
二
類
の
井
田
本
と
の
比
較
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、
該
当
箇
所
の
本
文
比
較
を
行
う
（
12
）。
以
下
異
な
る
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
東
洋
大
本
　
　
か
く
て
頼
光
の
御
前
に
参
り
、
く
だ
ん
の
子
細
を
語
り
、
鬼
の
手
を
御
目
に
か
け
ゝ
れ
ば
、
頼
光
喜
び
給
ふ
事
限
り
な
し
。
さ
て
こ
そ
病
も
な
を
ら
せ
給
ふ
。
な
を
油
断
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
て
ん
む
の
博
士
を
召
し
、
吉
凶
を
占
は
せ
け
れ
ば
、
博
士
雑
書
を
開
き
、
一
々
に
申
し
け
る
は
（
中
略
）
か
く
て
物
忌
す
で
に
六
日
に
な
り
に
け
り
。
頼
光
の
母
、
河
内
の
国
高
安
と
い
ふ
所
に
お
は
し
け
る
が
、
忍
び
て
都
に
上
り
、
門
ほ
と
〳
〵
と
た
ゝ
き
給
ふ
。
井
田
本
　
　
か
く
て
、
ら
い
く
わ
う
の
、
御
ま
へ
に
ま
い
り
、
く
た
ん
の
よ
し
を
く
は
し
く
申
あ
け
、
お
に
の
手
を
、
御
め
に
か
け
た
れ
は
、
ら
い
く
わ
う
、よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
こ
と
、か
き
り
な
し
、さ
て
こ
そ
、
や
ま
ひ
も
、
な
を
り
け
り
。
な
を
、
ゆ
た
ん
す
へ
き
に
、
あ
ら
す
と
て
、て
ん
む
の
は
か
せ
、さ
つ
し
よ
を
ひ
ら
き
、い
ち
〳
〵
、
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申
け
る
は
（
中
略
）
す
て
に
六
日
に
成
に
け
り
、
わ
た
な
へ
の
は
ゝ
こ
せ
ん
、
か
は
ち
の
く
に
、
た
か
や
す
の
さ
と
に
、
お
は
し
け
る
か
、
し
の
ひ
て
、
み
や
こ
に
の
ほ
り
、
つ
な
の
、
も
ん
く
わ
い
に
立
よ
り
、
門
ほ
と
〳
〵
と
、
た
ゝ
き
給
ふ
。
こ
の
よ
う
に
、
明
確
な
主
語
が
な
い
ま
ま
物
忌
み
が
始
ま
り
、
六
日
目
の
晩
、
物
忌
み
を
し
て
い
る
館
に
や
っ
て
く
る
人
物
が
、
頼
光
の
母
か
ら
綱
の
母
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
物
忌
み
を
し
て
い
る
人
物
（
の
ち
の
牛
鬼
を
退
治
す
る
人
物
）
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
変
化
に
伴
い
、
こ
れ
以
降
の
主
語
が
頼
光
か
ら
綱
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
に
化
け
た
鬼
が
物
忌
み
中
に
訪
れ
、
門
の
な
か
に
入
れ
て
も
ら
お
う
と
館
に
来
た
理
由
を
言
い
、
頼
光
（
綱
）
を
育
て
た
時
の
話
を
し
、
現
在
の
立
派
な
姿
に
つ
い
て
涙
な
が
ら
に
語
る
な
ど
、
情
に
訴
え
る
場
面
で
は
、
東
洋
大
本
　
　
さ
り
な
が
ら
わ
ど
の
は
此
程
病
に
お
か
さ
れ
て
、
存
命
不
定
と
聞
く
な
れ
ば
、（
中
略
）
さ
て
も
御
身
は
い
と
け
な
き
時
よ
り
、
父
に
捨
て
ら
れ
、
守
・
乳
母
だ
に
つ
か
ざ
れ
ば
、
み
づ
か
ら
悲
し
き
事
に
思
ひ
、
片
時
も
離
れ
ず
、
荒
き
風
に
も
当
て
じ
と
育
て
、
神
仏
に
も
末
繁
昌
と
祈
り
し
か
い
あ
り
て
、
父
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
摂
津
の
守
頼
光
と
て
、
天
下
に
肩
を
竝
ぶ
る
人
も
な
し
井
田
本
　
　
さ
り
な
か
ら
、
わ
と
の
は
、
此
ほ
と
、
や
ま
ひ
に
を
か
さ
れ
て
、
そ
ん
め
い
ふ
定
と
、
き
く
な
れ
は
、（
中
略
）
さ
て
も
御
身
は
、
い
と
け
な
き
時
よ
り
も
、
ち
ゝ
に
す
て
ら
れ
、
も
り
、
め
の
と
た
に
つ
か
さ
れ
は
、
か
な
し
き
こ
と
に
お
も
ひ
、
か
た
と
き
も
は
な
れ
す
、
あ
ら
き
風
に
も
、
あ
て
し
と
、
そ
た
て
神
仏
に
も
、
す
ゑ
は
ん
し
や
う
と
、
い
の
り
し
、
か
ひ
あ
り
て
、
父
の
あ
と
を
つ
き
、
摂
津
の
守
、
ら
い
く
わ
う
と
て
、
そ
の
御
う
ち
に
か
く
れ
な
き
、
わ
た
な
へ
の
源
五
つ
な
と
て
、
か
た
を
な
ら
ふ
る
人
も
な
し
と
、
ほ
ぼ
同
じ
物
言
い
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
話
す
主
体
が
綱
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
矛
盾
も
起
き
る
。例
え
ば
、両
書
と
も
、
母
（
牛
鬼
）
の
言
葉
に
「
さ
り
な
が
ら
わ
ど
の
は
此
程
病
に
お
か
さ
れ
て
、
存
命
不
定
と
聞
く
な
れ
ば
」
と
あ
り
、
息
子
を
心
配
す
る
言
葉
が
続
く
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
母
を
館
の
中
に
入
れ
た
後
の
母
と
頼
光
（
綱
）
の
語
ら
い
か
ら
も
わ
か
る
。
東
洋
大
本
　
　
其
上
過
ぎ
に
し
夏
の
こ
ろ
よ
り
、鬼
神
の
悪
霊
に
お
か
さ
れ
て
、
今
を
限
り
と
思
ひ
し
に
、運
命
強
く
し
て
、我
に
あ
だ
を
な
し
ゝ
鬼
を
斬
り
取
り
、
今
此
七
日
の
物
忌
み
も
、
さ
や
う
の
事
に
て
候
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井
田
本
　
　
其
う
へ
、
過
に
し
、
夏
の
こ
ろ
よ
り
、
き
し
ん
の
、
あ
く
り
や
う
に
お
か
さ
れ
、
君
も
な
や
み
給
ひ
し
を
、
身
つ
か
ら
に
、
仰
つ
け
ら
れ
し
を
、
や
す
〳
〵
と
、
き
し
ん
を
し
た
か
へ
、
今
こ
の
七
日
の
、
物
い
み
も
、
さ
や
う
の
こ
と
に
て
候
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
の
は
頼
光
で
、
綱
は
病
に
倒
れ
て
は
お
ら
ず
、
頼
光
の
代
わ
り
に
原
因
の
鬼
を
退
治
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
父
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
綱
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
主
語
ま
た
は
話
す
対
象
が
頼
光
か
ら
綱
へ
と
入
れ
替
わ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
伴
う
前
後
の
調
整
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、
多
く
の
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
東
洋
大
本
・
井
田
本
を
比
較
す
る
と
、
特
に
差
異
の
多
い
場
面
が
、
こ
の
物
語
の
見
せ
場
と
も
言
え
る
、
正
体
を
現
し
た
牛
鬼
と
の
戦
闘
場
面
で
あ
る
。
東
洋
大
本
　
　
「
げ
に
も
こ
れ
は
我
手
な
れ
ば
取
り
返
す
」
と
て
、
右
の
手
に
さ
し
つ
ぐ
と
見
れ
ば
、
今
ま
で
母
と
見
え
し
人
、
そ
の
た
け
二
丈
ば
か
り
な
る
牛
鬼
と
な
つ
て
、
酌
に
立
つ
た
る
綱
を
つ
か
む
で
、
御
殿
の
破
風
を
蹴
破
り
て
出
ん
と
す
。
頼
光
心
得
た
り
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
側
な
る
太
刀
を
ひ
ん
抜
い
て
、
続
い
て
躍
り
上
が
り
、
片
手
討
に
討
ち
給
へ
ば
、
か
の
牛
鬼
の
頭
を
か
け
ず
斬
り
落
す
。
死
骸
は
破
風
よ
り
上
が
り
け
れ
ば
、
綱
を
廣
庭
に
投
げ
捨
て
、
雲
の
う
ち
へ
ぞ
入
り
に
け
り
。
そ
の
頭
飛
び
上
が
り
〳
〵
頼
光
に
か
ゝ
り
け
る
が
、
つ
ゐ
に
太
刀
の
き
つ
さ
き
五
寸
ば
か
り
食
ひ
切
つ
て
、
口
に
含
み
な
が
ら
、
半
時
ば
か
り
躍
り
上
が
り
、
吠
へ
い
か
り
け
る
が
、
頼
光
太
刀
を
逆
手
に
取
り
、
隙
間
も
な
く
斬
り
給
へ
ば
、
つ
ゐ
に
地
に
落
ち
て
む
な
し
く
な
る
。
恐
ろ
し
か
り
し
事
ど
も
な
り
。
井
田
本
　
　
け
に
も
こ
れ
は
、
わ
か
手
な
れ
は
、
と
り
て
か
へ
る
な
り
と
て
、
み
き
の
手
に
、
さ
し
つ
く
と
み
れ
は
、
今
ま
て
母
と
見
え
し
人
の
、
た
け
二
ち
や
う
は
か
り
な
る
、
う
し
お
に
と
な
つ
て
、
つ
な
を
つ
か
ん
て
、
御
て
ん
の
は
ふ
を
、
け
や
ふ
つ
て
、
い
て
ん
と
す
。
心
得
た
り
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
そ
は
な
る
太
刀
を
ひ
ん
ぬ
ひ
て
、
き
り
は
ら
ひ
け
れ
は
、
お
に
の
か
う
へ
、
う
ち
お
と
し
け
れ
は
、
む
く
ろ
は
、
は
ふ
を
け
や
ふ
つ
て
、
雲
の
う
ち
へ
そ
入
に
け
る
。
そ
の
ゝ
ち
、
こ
の
く
ひ
、
ま
ひ
さ
か
り
、
く
わ
え
ん
を
は
き
て
、
か
ゝ
り
け
る
、
つ
な
、
ち
つ
と
も
さ
は
か
す
、
太
刀
ふ
り
あ
け
て
、
き
り
は
ら
ふ
。
つ
ゐ
に
、
太
刀
の
き
つ
さ
き
、
五
寸
は
か
り
、
く
ひ
き
つ
て
、
く
ち
に
、
ふ
く
み
な
か
ら
、
半
時
は
か
り
、
お
と
り
あ
か
り
て
、
い
か
り
け
る
。
つ
な
、
こ
し
の
か
た
な
を
、
ぬ
き
も
ち
て
、
さ
か
手
に
と
り
、
す
き
ま
も
な
く
、
き
り
け
れ
は
、
大
地
に
お
ち
て
、
つ
ゐ
に
、
む
な
し
く
成
に
け
り
、
お
そ
ろ
し
か
り
し
、
事
共
な
り
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井
田
本
で
は
、
綱
が
牛
鬼
に
連
れ
去
ら
れ
そ
う
に
な
る
役
割
と
、
頼
光
の
牛
鬼
を
退
治
す
る
役
割
と
い
う
二
人
分
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
牛
鬼
と
の
戦
闘
場
面
に
お
い
て
も
、
綱
が
掴
ま
れ
て
い
る
状
態
で
側
に
あ
る
太
刀
を
抜
き
、
牛
鬼
の
頭
を
斬
り
落
と
す
と
い
う
無
理
の
あ
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
綱
を
掴
ん
で
い
る
は
ず
の
胴
体
は
天
に
昇
り
、
い
つ
の
間
に
か
綱
が
解
放
さ
れ
て
綱
に
向
か
っ
て
牛
鬼
の
頭
が
と
び
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刀
の
鋒
が
食
わ
れ
た
後
、
新
た
に
腰
の
刀
を
抜
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
文
で
鋒
が
食
わ
れ
た
刀
を
鬼
丸
（
髭
切
）
と
し
て
い
る
た
め
、
特
別
な
逸
話
も
な
い
刀
で
と
ど
め
を
刺
し
て
お
り
、
新
た
に
鬼
を
斬
っ
た
刀
が
誕
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
、
物
語
の
重
要
箇
所
の
一
つ
、
物
語
の
末
尾
も
異
な
っ
て
い
る
。
東
洋
大
本
　
　
此
二
つ
の
剣
源
氏
の
家
に
伝
は
り
、
朝
敵
を
滅
ぼ
し
、
靡
か
ぬ
草
木
も
な
か
り
け
り
。
さ
て
こ
そ
国
々
の
鬼
神
も
し
づ
ま
り
、
人
の
通
ひ
も
た
や
す
く
な
り
、
六
十
余
州
一
統
し
て
、
年
々
の
貢
物
も
運
ぶ
に
わ
づ
ら
ひ
な
く
、國
土
の
繁
昌
日
ご
ろ
に
変
り
、
め
で
た
か
り
し
御
代
と
か
や
。
こ
れ
頼
光
の
武
勇
唐
土
に
と
つ
て
こ
れ
を
い
は
ゞ
、
樊
噲
・
張
良
が
勢
に
も
ま
さ
り
、
范
增
・
范
蟸
が
は
か
り
ご
と
に
も
き
こ
え
、
ま
の
あ
た
り
に
度
々
鬼
神
を
従
へ
し
心
の
う
ち
こ
そ
、
た
め
し
少
な
き
次
第
、
武
将
な
り
け
り
。
井
田
本
　
　
さ
て
、
こ
の
ふ
た
つ
の
つ
る
き
、
源
氏
の
家
に
つ
た
は
り
、
て
う
て
き
を
ほ
ろ
ほ
し
、
な
ひ
か
ぬ
く
さ
木
も
な
か
り
け
り　
さ
て
も
、
く
に
〳
〵
の
、
き
し
ん
も
、
し
つ
ま
り
、
人
の
ゆ
き
ゝ
も
た
や
す
く
て
、
と
し
〳
〵
の
、
み
つ
き
物
を
は
こ
ふ
に
、
そ
の
わ
つ
ら
ひ
も
な
く
、
こ
く
と
万
み
ん
、
よ
ろ
こ
ひ
、
め
て
た
か
り
し
、
御
代
と
か
や　
こ
れ
し
か
し
な
か
ら
、
ら
い
く
わ
う
の
、
ふ
り
や
く
の
ほ
と
、
そ
の
う
へ
、
四
人
の
人
〳
〵
、
ほ
う
し
や
う
、
ひ
る
い
な
き
、
つ
は
も
の
共
、
つ
き
そ
ひ
給
ひ
し
、
ゆ
へ
と
か
や　
ら
い
く
は
う
を
、
は
し
め
と
し
て
、
残
る
五
人
の
人
〳
〵
も
、
そ
れ
〳
〵
に
、
知
行
給
て
、
さ
か
へ
給
ふ
そ
、
め
て
た
き
井
田
本
で
は
、
平
和
に
な
り
国
が
繁
栄
し
た
の
は
、
頼
光
の
武
勇
だ
け
で
な
く
、四
天
王
・
保
昌
も
い
た
故
だ
と
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、
井
田
本
で
は
、
導
入
の
大
江
山
の
話
を
除
き
、
頼
光
に
こ
れ
と
い
っ
た
出
番
が
な
い
こ
と
も
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
井
田
本
で
は
、
頼
光
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
綱
へ
と
変
わ
っ
て
お
り
、
無
理
に
付
け
足
し
た
た
め
か
、
違
和
感
や
矛
盾
を
伴
う
点
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
生
ん
で
ま
で
改
変
を
行
っ
た
意
図
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
れ
ま
で
、
第
一
類
の
東
洋
大
本
と
第
二
類
の
井
田
本
の
本
文
比
較
を
行
っ
た
。
両
者
の
間
に
は
、
物
語
後
半
の
主
役
や
末
尾
の
文
言
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が
異
な
る
と
い
う
、
物
語
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
差
異
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
第
二
類
の
『
羅
生
門
』
の
主
題
に
変
化
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
ま
ず
、
主
題
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
類
の
『
羅
生
門
』
の
主
題
は
、
既
存
の
物
語
を
用
い
て
、
今
ま
で
一
つ
の
物
語
と
し
て
は
存
在
し
な
い
源
氏
の
重
宝
と
し
て
の
鬼
丸
・
鬼
切
を
描
き
、
そ
の
所
持
者
た
る
頼
光
の
豪
傑
ぶ
り
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
か
め
る
た
め
、
頼
光
が
こ
れ
ら
の
刀
と
結
び
つ
き
象
徴
さ
れ
る
所
持
者
で
あ
り
、
そ
の
豪
傑
ぶ
り
が
ど
れ
ほ
ど
語
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
と
、
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
を
描
く
た
め
の
要
素
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
検
証
す
る
。
　
頼
光
が
鬼
丸
・
鬼
切
と
結
び
つ
い
て
象
徴
さ
れ
る
所
持
者
で
あ
り
、
そ
の
豪
傑
ぶ
り
が
ど
れ
ほ
ど
語
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
本
文
比
較
の
際
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
第
二
類
の
本
文
で
は
、
導
入
の
大
江
山
の
話
を
除
き
、
頼
光
に
こ
れ
と
い
っ
た
出
番
が
な
い
。
刀
剣
改
名
に
関
わ
る
鬼
を
退
治
す
る
の
は
、
全
て
綱
で
あ
り
、
頼
光
の
活
躍
は
ほ
ぼ
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
末
尾
を
含
め
、
頼
光
の
豪
傑
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い
た
場
面
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
綱
へ
と
変
わ
る
か
、
も
し
く
は
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
刀
を
綱
が
使
用
す
る
前
に
頼
光
よ
り
預
か
っ
た
と
い
う
表
現
は
あ
る
も
の
の
、
頼
光
が
直
接
扱
っ
て
は
い
な
い
た
め
刀
と
頼
光
が
結
び
つ
く
に
は
説
得
力
が
な
い
。
よ
っ
て
主
題
の
う
ち
、
頼
光
に
関
わ
る
要
素
は
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
次
に
、
主
題
の
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
、
既
存
の
物
語
を
用
い
て
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
名
が
あ
り
源
氏
の
家
に
伝
わ
っ
た
と
し
て
い
る
た
め
、
表
面
上
〈
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
〉
を
描
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
既
存
の
物
語
を
用
い
る
と
い
う
要
素
を
満
た
し
て
い
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
既
存
の
刀
剣
説
話
の
中
に
あ
る
、
源
氏
の
重
宝
と
し
て
の
鬼
丸
は
、
綱
が
鬼
の
手
を
斬
っ
た
刀
で
、
鬼
切
は
頼
光
が
牛
鬼
を
斬
っ
た
刀
で
あ
る
。
第
二
類
に
お
い
て
鬼
切
は
綱
が
牛
鬼
を
斬
っ
た
刀
に
な
っ
て
お
り
、
既
存
の
物
語
に
な
い
伝
承
を
持
っ
た
刀
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
文
比
較
に
も
あ
る
よ
う
に
、
第
二
類
の
牛
鬼
と
の
戦
闘
場
面
で
、
綱
は
鬼
切
の
鋒
が
食
わ
れ
た
の
ち
、
新
た
に
腰
の
刀
を
抜
い
て
斬
り
伏
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鬼
切
は
牛
鬼
の
首
は
斬
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
牛
鬼
を
斬
り
と
ど
め
を
刺
し
た
の
は
別
の
刀
で
あ
る
。
鬼
切
の
逸
話
が
さ
ら
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
主
題
の
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
、
既
存
の
物
語
を
用
い
て
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
を
描
く
こ
と
を
、
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
　
以
上
よ
り
、
第
二
類
の
『
羅
生
門
』
の
主
題
は
第
一
類
か
ら
変
化
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
題
の
変
化
が
確
認
で
き
た
た
め
、
第
二
類
の
主
題
を
考
察
し
て
い
く
。
や
は
り
、
注
目
す
べ
き
は
綱
の
活
躍
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
一
類
、
第
二
類
に
お
け
る
綱
の
評
価
、
活
躍
の
変
動
を
調
べ
る
。
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・
綱
の
評
価
第
一
類
（
東
洋
大
本
）
第
二
類
（
井
田
本
）
○
天
下
無
双
の
剛
の
者
○
天
下
ふ
さ
う
の
、
か
う
の
も
の
鬼
神
此
あ
り
さ
ま
に
恐
れ
け
る
に
や
、
か
ら
〳
〵
と
打
ち
笑
い
き
し
ん
、
こ
の
よ
し
、
み
る
よ
り
も
、
少
し
お
そ
れ
て
、
ち
か
つ
か
す
、
や
ゝ
あ
り
て
、
か
ら
〳
〵
と
、
う
ち
わ
ら
ひ
雲
の
う
ち
よ
り
、「
な
ん
ぢ
は
頼
光
が
内
に
聞
え
た
る
、
渡
邊
の
源
五
綱
と
い
ふ
お
こ
の
者
か
や
。
雲
の
う
ち
よ
り
い
ひ
け
る
は
な
ん
ち
は
、
よ
り
み
つ
か
う
ち
に
、
き
こ
え
た
る
、
わ
た
な
へ
の
源
五
つ
な
と
、
い
ふ
も
の
か
や
○
綱
は
も
と
よ
り
大
力
の
剛
の
者
な
れ
ば
○
も
と
よ
り
、
つ
な
は
、
大
ち
か
ら
の
、
か
う
の
も
の
な
れ
は
此
度
も
四
天
王
の
其
一
に
選
ば
れ
こ
の
た
ひ
も
、
四
天
王
の
す
い
一
に
え
ら
は
れ
×
（
ほ
ぼ
同
じ
文
で
頼
光
の
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
綱
の
評
価
無
し
。）
×
父
の
あ
と
を
つ
き
、
摂
津
の
守
、
ら
い
く
わ
う
と
て
、
そ
の
御
う
ち
に
か
く
れ
な
き
、
わ
た
な
へ
の
源
五
つ
な
と
て
、
か
た
を
な
ら
ふ
る
人
も
な
し
×
（
頼
光
の
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
綱
の
評
価
無
し
。）
×
人
に
す
く
れ
、
き
し
ん
を
、
か
た
き
に
う
け
て
、な
ん
な
く
、
し
た
か
へ
ん
・
綱
の
活
躍
第
一
類
（
東
洋
大
本
）
第
二
類
（
井
田
本
）
○
羅
生
門
に
住
む
鬼
の
退
治
に
向
か
い
、
鬼
の
手
を
斬
る
。
○
羅
生
門
に
住
む
鬼
の
退
治
に
向
か
い
、
鬼
の
手
を
斬
る
。
○
頼
光
の
命
を
受
け
、
宇
多
の
森
に
住
む
牛
鬼
の
退
治
に
向
か
い
、
鬼
の
手
を
斬
る
。
○
頼
光
の
命
を
受
け
、
宇
多
の
森
に
住
む
牛
鬼
の
退
治
に
向
か
い
、
鬼
の
手
を
斬
る
。
×
（
頼
光
が
手
を
取
り
返
し
に
来
た
牛
鬼
を
斬
り
伏
せ
る
た
め
、
綱
の
活
躍
無
し
。）
×
綱
が
手
を
取
り
返
し
に
来
た
牛
鬼
を
斬
り
伏
せ
る
。
比
較
す
る
と
、
第
一
類
で
頼
光
と
綱
に
分
け
ら
れ
て
い
た
鬼
と
対
峙
す
る
三
つ
の
場
面
を
、
第
二
類
で
は
す
べ
て
綱
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
綱
の
評
価
を
比
較
す
る
と
、
綱
を
賞
賛
す
る
表
現
が
増
え
、
誇
張
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
二
類
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
綱
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
綱
は
、
頼
光
や
他
の
登
場
人
物
だ
け
で
な
く
、
こ
の
物
語
の
も
う
一
つ
の
主
役
で
も
あ
る
、
鬼
丸
・
鬼
切
よ
り
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
が
、
先
述
し
た
、
鬼
切
が
鋒
を
食
わ
れ
た
後
、
（
本
文
の
異
同
。
○
印
は
一
致
、
×
印
は
異
な
る
部
分
）
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新
た
に
腰
の
刀
を
抜
い
て
と
ど
め
を
刺
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
刀
剣
説
話
で
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
鬼
切
の
威
徳
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
刀
の
威
徳
を
以
て
鬼
を
倒
す
と
い
う
よ
り
、
綱
の
実
力
で
倒
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
綱
が
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
を
示
す
た
め
の
物
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
第
一
類
は
君
臣
の
支
え
合
い
を
描
き
、
そ
の
中
で
も
主
君
に
注
目
し
て
い
る
が
、
第
二
類
で
は
、
主
た
る
頼
光
の
活
躍
が
な
い
た
め
、
君
臣
の
支
え
合
い
は
描
け
な
い
。
む
し
ろ
、
主
君
の
た
め
に
働
く
忠
臣
の
活
躍
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
語
末
尾
に
改
め
て
注
目
す
る
と
、
第
二
類
本
文
の
末
尾
は
、
　
　
さ
て
、
こ
の
ふ
た
つ
の
つ
る
き
、
源
氏
の
家
に
つ
た
は
り
、
て
う
て
き
を
ほ
ろ
ほ
し
、
な
ひ
か
ぬ
く
さ
木
も
な
か
り
け
り
　
　
さ
て
も
、
く
に
〳
〵
の
、
き
し
ん
も
、
し
つ
ま
り
、
人
の
ゆ
き
ゝ
も
た
や
す
く
て
、
と
し
〳
〵
の
、
み
つ
き
物
を
は
こ
ふ
に
、
そ
の
わ
つ
ら
ひ
も
な
く
、
こ
く
と
万
み
ん
、
よ
ろ
こ
ひ
、
め
て
た
か
り
し
、
み
だ
い
と
か
や
　
　
こ
れ
し
か
し
な
か
ら
、
ら
い
く
わ
う
の
、
ふ
り
や
く
の
ほ
と
、
そ
の
う
へ
、
四
人
の
人
〳
〵
、
ほ
う
し
や
う
、
ひ
る
い
な
き
、
つ
は
も
の
共
、
つ
き
そ
ひ
給
ひ
し
、
ゆ
へ
と
か
や
　
　
ら
い
く
は
う
を
、
は
し
め
と
し
て
、
残
る
五
人
の
人
〳
〵
も
、
そ
れ
〳
〵
に
、
知
行
給
て
、
さ
か
へ
給
ふ
そ
、
め
て
た
き
と
な
っ
て
お
り
、
綱
の
武
勇
の
た
め
と
し
て
い
な
い
。
綱
が
従
者
と
い
う
大
き
な
括
り
に
入
れ
ら
れ
締
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
類
で
は
、〈
渡
邊
綱
〉
と
い
う
個
人
で
は
な
く
、〈
頼
光
の
忠
臣
の
渡
邊
綱
〉
と
い
う
臣
下
の
物
語
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
よ
り
、
本
来
、『
羅
生
門
』
の
主
題
は
、
既
存
の
物
語
を
用
い
て
、
源
氏
の
重
宝
と
し
て
の
鬼
丸
・
鬼
切
を
描
き
、
そ
の
所
持
者
た
る
頼
光
の
豪
傑
ぶ
り
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
第
二
類
に
お
い
て
は
、
渡
邊
綱
を
主
役
と
し
て
置
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
主
題 
が
、
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
の
伝
承
を
用
い
て
、
頼
光
の
忠
臣 
︱
綱
の
武
勇
を
示
す
こ
と
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
類
と
第
二
類
で
は
、
支
え
合
う
主
従
の
物
語
か
ら
主
君
の
た
め
に
働
く
臣
下
の
物
語
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
三
　
江
戸
時
代
の
渡
邊
氏
―
綱
の
子
孫
と
称
す
る
人
た
ち
―
　
こ
れ
ま
で
、『
羅
生
門
』
第
一
類
か
ら
第
二
類
へ
の
本
文
と
主
題
の
変
化
を
調
査
、
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
第
二
類
の
主
題
が
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
の
伝
承
を
用
い
て
、
頼
光
の
忠
臣
︱
綱
の
武
勇
を
示
す
こ
と
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
主
従
の
物
語
か
ら
臣
下
の
物
語
へ
と
変
化
し
た
こ
と
の
背
景
を
探
っ
て
い
く
。
　
第
二
類
で
は
渡
邊
綱
の
活
躍
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
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の
関
係
者
を
探
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
渡
邊
氏
を
調
査
す
る
と
、
最
も
名
を
挙
げ
て
い
る
の
が
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
渡
邊
守
綱
で
あ
る
。そ
の
功
績
は
、『
寛
永
諸
家
系
圖
傳
』（
13
）、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
14
）
に
も
諸
合
戦
に
臨
ん
だ
長
文
の
記
載
が
あ
り
、
一
万
四
千
石
の
所
領
を
有
し
た
と
さ
れ
る
。『
寛
永
諸
家
系
圖
傳
』
で
は
綱
か
ら
守
綱
以
降
へ
と
家
系
図
が
繋
が
っ
て
お
り
、
守
綱
が
綱
の
子
孫
と
示
さ
れ
て
い
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
、
　
　
こ
の
家
、
忠
右
衛
門
守
綱
、
そ
の
子
忠
右
衛
門
重
綱
父
子
と
も
に
尾
張
家
に
附
属
せ
ら
れ
、
子
孫
か
の
家
の
臣
と
な
る
。
左
大
臣
融
五
代
の
孫
、
源
次
綱
が
と
き
を
も
つ
て
称
号
と
す
。
と
守
綱
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
書
よ
り
、
守
綱
ら
渡
邊
氏
は
綱
の
子
孫
と
し
て
江
戸
幕
府
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置
き
、『
羅
生
門
』
本
文
に
注
目
す
る
と
、
鬼
が
化
け
た
母
が
頼
光
（
綱
）
に
、
斬
っ
た
鬼
の
手
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
場
面
で
は
、
第
一
類
（
東
洋
大
本
）
　
　
河
内
へ
帰
り
、
世
語
り
に
も
伝
へ
、
我
が
子
の
手
柄
の
程
、
老
の
慰
め
に
も
ほ
め
ら
れ
ま
ほ
し
く
侍
る
第
二
類
（
井
田
本
）
　
　
か
は
ち
へ
か
へ
り
て
、
一
も
ん
に
も
つ
た
へ
、
わ
か
子
の
、
手
か
ら
の
ほ
と
、
お
い
の
な
く
さ
み
に
も
、
み
ま
ほ
し
き
な
り
と
変
化
が
あ
り
、
第
二
類
の
井
田
本
に
お
い
て
、
綱
の
活
躍
を
一
門
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
綱
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
渡
邊
氏
は
、
一
族
に
渡
邊
氏
の
祖
た
る
綱
の
活
躍
を
伝
え
る
た
め
、
改
変
を
行
い
、
第
二
類
の
『
羅
生
門
』
を
生
み
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
　
主
従
の
物
語
か
ら
臣
下
の
物
語
へ
と
変
化
し
た
背
景
に
は
、
当
時
の
臣
下
に
注
目
す
る
思
想
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
、『
羅
生
門
』、
特
に
第
二
類
の
同
時
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』（
15
）
で
は
、『
羅
生
門
』
の
典
拠
の
一
つ
で
あ
る
『
太
平
記
』
巻
三
十
二
「
直
冬
上
洛
事
付
鬼
丸
鬼
切
事
」
に
つ
い
て
、
鬼
丸
鬼
切
の
話
に
は
あ
ま
り
触
れ
ず
、
刀
に
徳
は
な
く
人
の
誉
を
思
い
出
す
た
め
の
縁
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
内
容
の
み
が
書
か
れ
る
。
直
冬
上
洛
事
に
関
し
て
は
、「
彼
等
ヲ
亡
サ
ン
ト
禅
門
ノ
方
人
仕
ケ
リ
禅
門
ニ
対
シ
実
ノ
忠
ナ
シ
ト
ニ
ヤ
。
然
レ
ハ
良
臣
ニ
非
ズ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
な
ど
臣
下
に
注
目
し
て
長
文
で
批
判
し
て
い
る
（
16
）。
ま
た
、
良
臣
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
も
あ
る
。
巻
四
「
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
」
の
評
判
に
は
、
中
国
春
秋
時
代
の
越
王
勾
践
の
臣
下
、
笵
蠡
に
つ
い
て
の
批
評
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。「
君
愛
臣
々
親
則
ハ
君
愚
ナ
リ
ト
云
ト
モ
。
良
臣
ノ
智
。
皆
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君
ノ
智
ト
成
ル
者
也
」
と
あ
り
、
良
臣
が
主
君
の
力
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。『
太
平
記
』
で
は
笵
蠡
を
優
れ
た
臣
下
で
あ
る
と
扱
っ
て
い
る
が
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
よ
う
に
良
臣
や
忠
臣
な
ど
の
直
接
的
な
記
述
は
な
い
。
こ
の
他
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
に
は
忠
臣
、
義
士
、
良
臣
な
ど
の
言
葉
や
臣
下
に
焦
点
を
当
て
た
批
評
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
臣
下
に
重
き
を
置
く
思
想
が
う
か
が
え
る
。こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、『
羅
生
門
』
の
第
一
類
と
第
二
類
に
お
い
て
主
従
の
物
語
か
ら
臣
下
の
活
躍
を
描
く
物
語
へ
と
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
よ
り
、
第
二
類
の
変
化
の
背
景
に
は
、
守
綱
を
初
め
と
し
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
渡
邊
氏
の
存
在
と『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
臣
下
に
重
き
を
置
く
思
想
が
大
き
く
物
語
に
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
結
び
　
本
稿
は
、『
羅
生
門
』
と
い
う
、
江
戸
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
源
頼
光
、
渡
邊
綱
の
鬼
退
治
、
名
剣
説
話
を
描
い
た
御
伽
草
子
を
取
り
扱
っ
た
。
ま
ず
は
、『
羅
生
門
』
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
太
平
記
』
諸
本
の
中
で
も
、
特
に
、
流
布
本
が
最
も
『
羅
生
門
』
本
文
に
近
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
諸
本
間
の
異
同
を
詳
細
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
登
場
人
物
の
役
割
の
変
化
や
末
尾
の
変
化
な
ど
、
物
語
全
体
に
関
わ
る
箇
所
で
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
諸
本
を
、
最
後
に
頼
光
が
鬼
を
退
治
す
る
型
と
最
後
に
綱
が
鬼
を
退
治
す
る
型
の
二
系
統
に
系
統
分
け
し
た
。
綱
が
退
治
す
る
系
統
の
本
で
は
、
既
存
の
物
語
か
ら
脱
し
て
、
綱
の
活
躍
の
他
、
綱
の
評
価
を
描
く
様
子
も
増
え
て
い
る
様
が
み
て
と
れ
た
。
ま
た
、
刀
の
改
名
譚
は
あ
る
も
の
の
、
刀
の
威
徳
よ
り
綱
の
活
躍
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
題
を
源
氏
の
重
宝
鬼
丸
・
鬼
切
の
伝
承
を
用
い
て
、
頼
光
の
忠
臣
で
あ
る
綱
の
武
勇
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
そ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
綱
の
子
孫
と
さ
れ
る
、
江
戸
時
代
の
渡
邊
氏
の
存
在
と
忠
臣
の
活
躍
に
重
き
を
置
く
思
想
が
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。
注（１
）　
室
町
時
代
成
立
と
す
る
先
行
研
究
も
複
数
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
特
定
を
行
っ
た
『
羅
生
門
』
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
『
太
平
記
』
諸
本
か
ら
江
戸
初
期
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
（
２
）　
市
古
貞
次
『
續
お
伽
草
子
』
岩
波
書
店
（
一
九
五
六
）
で
は
、
源
頼
光
、
渡
邊
網
に
関
す
る
伝
説
を
幾
つ
か
集
め
た
も
の
で
、
謡
曲
「
羅
生
門
」、「
平
家
物
語
剣
の
巻
」『
太
平
記
』
巻
三
十
二
「
直
冬
上
洛
附
鬼
丸
鬼
切
事
」
等
と
交
渉
が
あ
り
、
詞
章
も
通
ず
る
　
と
あ
る
。
　
　
黒
田
彰
「
中
世
学
問
の
世
界
と
『
太
平
記
』
︱
鬼
切
、
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
の
こ
と
な
ど
︱
」『
太
平
記
の
成
立
軍
記
文
学
研
究
叢
書
８
』
汲
古
書
院
（
一
九
九
八
）
で
は
、
草
子
『
羅
生
門
』
は
、
上
巻
が
草
子
『
酒
呑
童
子
』、
剣
巻
、
謡
曲
『
羅
生
門
』
を
合
わ
せ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
下
巻
が
剣
巻
、
太
平
記
そ
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の
他
を
集
成
し
た
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
と
構
成
に
も
言
及
し
て
い
る
。
他
の
先
行
研
究
も
同
様
に
典
拠
と
し
て
こ
の
四
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
草
子
『
酒
呑
童
子
』
は
謡
曲
「
大
江
山
」
な
ど
を
含
め
、
特
定
の
作
品
で
は
な
く
大
江
山
の
鬼
退
治
譚
と
し
て
ま
と
め
て
挙
げ
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
（
３
）　
注
（
２
）
に
同
じ
。『
太
平
記
』
ま
た
は
『
太
平
記
』
巻
三
十
二
「
直
冬
上
洛
附
鬼
丸
鬼
切
事
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
諸
本
に
つ
い
て
の
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。
（
４
）　
『
羅
生
門
』
と
同
じ
構
成
を
持
つ
源
頼
光
、
渡
邊
綱
の
鬼
退
治
を
描
い
た
物
語
。
室
町
時
代
成
立
と
さ
れ
る
。
物
語
の
大
き
な
流
れ
は
同
じ
だ
が
、
刀
の
名
前
や
そ
の
逸
話
、
導
入
の
大
江
山
の
話
、
鬼
が
女
に
化
け
て
綱
を
誘
い
出
す
場
面
、
頼
光
と
母
の
人
情
話
が
な
い
な
ど
違
い
が
見
ら
れ
、
本
文
も
ほ
ぼ
異
な
る
。
　
　
『
綱
絵
巻
』
の
諸
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
綱
絵
巻
」
絵
巻
一
巻　
室
町
時
代　
十
六
世
紀
　
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
羅
城
門
之
図
」（
以
下
「
東
北
大
模
本
」
と
略
称
）
絵
巻
一
巻　
寛
文
十
二
年
　
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
綱
物
語
絵
」
絵
巻
一
巻　
江
戸
時
代　
十
九
世
紀
　
　
個
人
所
蔵
「
羅
生
門
絵
巻
」
絵
巻
一
巻　
江
戸
時
代　
十
七
世
紀
前
半
　
　
龍
澤
彩
「
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
羅
生
門
絵
巻
」
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
第
　
三
十
六
輯
』
思
文
閣
出
版
（
二
〇
一
〇
）
参
照
。
　
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
綱
絵
巻
」
は
詞
書
な
し
、
絵
の
み
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
綱
物
語
絵
」
と
東
北
大
模
本
は
模
本
で
、
基
本
的
に
白
描
。
　
本
稿
で
は
、
佐
々
木
紀
一
「
羅
生
門
鬼
退
治
説
話
の
形
成
と
『
綱
絵
巻
』」『
国
語
国
文
第
七
十
三
巻
第
四
号
』
中
央
図
書
出
版
社
（
二
〇
〇
四
）
で
、「
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵『
羅
城
門
之
図
』一
軸
は『
綱
絵
巻
』の
詞
書
を
ほ
ゞ
備
へ
、
絵
巻
の
復
元
に
役
立
つ
模
本
で
あ
る
」と
あ
り
、詞
書
の
な
い
現
存
最
古
の『
綱
絵
巻
』
を
補
う
と
さ
れ
る
東
北
大
模
本
を
用
い
る
。
（
５
）　
長
谷
川
端
校
注
・
訳
『
太
平
記
④　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
57
』
小
学
館
（
一
九
九
八
）
六
三
頁
（
６
）『
羅
生
門
』
の
諸
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
本
絵
巻
二
軸　
江
戸
時
代　
十
八
世
紀
　
　
井
田
等
氏
所
蔵
本
（
以
下
「
井
田
本
」
と
略
称
）
絵
巻
二
軸　
寛
文
期
頃
　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
絵
巻
二
軸　
朝
倉
重
賢
写　
江
戸
中
期
　
　
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
本
絵
本
二
冊　
江
戸
前
期　
十
七
世
紀
　
　
東
洋
大
学
所
蔵
本（
以
下「
東
洋
大
本
」
と
略
称
）
絵
本
二
冊　
寛
文
延
宝
頃
　
　
東
洋
大
学
所
蔵
寛
永
十
四
年
本
写
本
一
冊　
寛
永
十
四
年
本
　
　
大
通
寺
所
蔵
本
絵
本
二
冊
　
　
個
人
蔵
本　
白
描
絵
巻
一
軸
　
　
松
阪
市
所
蔵
本　
屏
風
六
曲
一
隻
　
　
天
理
大
学
図
書
館
所
蔵
本　
紙
焼
写
真
に
よ
る
、
詞
の
み
　
　
清
水
泰
氏
旧
蔵
本　
絵
巻
二
軸
　
　
フ
ォ
グ
美
術
館
本　
絵
巻
四
軸
　
　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
本　
絵
巻
二
軸　
江
戸
時
代　
十
七
世
紀
後
半
　
　
佛
教
大
学
所
蔵
本
絵
巻
二
軸
　
　
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
本
絵
巻
二
軸　
寛
文
延
宝
頃
　
龍
澤
彩
「
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
羅
生
門
絵
巻
」
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
第
三
十
六
輯
』
思
文
閣
出
版
（
二
〇
一
〇
）
を
参
考
に
論
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
現
存
最
古
の
写
本
は
東
洋
大
学
所
蔵
寛
永
十
四
年
写
本
で
あ
る
。
本
文
が
錯
綜
し
て
い
る
諸
本
も
多
く
、
一
つ
の
場
面
に
後
述
す
る
二
系
統
の
諸
本
の
特
徴
が
入
り
交
じ
っ
た
諸
本
が
複
数
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
諸
本
の
大
半
を
占
め
る
頼
光
が
鬼
を
退
治
す
る
系
統
の
本
の
う
ち
、
書
写
年
代
が
早
く
錯
綜
が
少
な
く
、
他
諸
本
と
の
本
文
一
致
が
特
に
多
い
東
洋
大
本
を
用
い
る
。
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（
７
） 　
以
下
東
洋
大
本
の
本
文
は
す
べ
て
、
市
古
貞
次
『
績
お
伽
章
子
』
岩
波
書
店
（
一
九
五
六
）
よ
り
引
用
す
る
。
（
８
）　
各
諸
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
西
源
院
本
は
鷲
尾
順
敬
校
訂
『
西
源
院
本
太
平
記
』
刀
江
書
院
（
一
九
八
一
）、
梵
舜
本
は
吉
田
幸
一
編
『
太
平
記　
梵
舜
本
八　
古
典
文
庫
第
二
三
二
冊
』
古
典
文
庫
（
一
九
六
六
）、
流
布
本
は
後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
校
注
『
太
平
記
三　
日
本
古
典
文
学
大
系
36
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
〇
）
よ
り
引
用
し
た
。
（
９
）　
龍
澤
彩
「
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
羅
生
門
絵
巻
」
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
第
三
十
六
輯
』
思
文
閣
出
版
（
二
〇
一
〇
）
（
10
）　
佐
々
木
紀
一
「
羅
生
門
鬼
退
治
説
話
の
形
成
と
『
網
絵
巻
』」『
国
語
国
文
第
七
十
三
巻
第
四
号
』
中
央
図
書
出
版
社
（
二
〇
〇
四
）
（
11
）　
『
綱
絵
巻
』
本
文
は
、
東
北
大
模
本
を
論
者
が
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
12
）　
綱
が
退
治
す
る
系
統
の
諸
本
に
は
井
田
本
と
静
嘉
堂
本
が
該
当
す
る
。
そ
の
う
ち
書
写
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
井
田
本
を
用
い
る
。
本
文
の
錯
綜
に
よ
り
、
網
と
頼
光
の
鬼
退
治
が
混
ざ
っ
て
頼
光
が
戦
っ
て
い
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
綱
が
と
ど
め
だ
け
刺
し
て
い
る
諸
本
が
存
在
す
る
が
、
今
回
は
含
め
な
い
。
以
下
井
田
本
の
本
文
は
、
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成　
第
十
三
』
角
川
書
店
（
一
九
八
五
）
よ
り
引
用
す
る
。
（
13
）　
三
代
目
将
軍
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
、
日
木
初
の
武
家
系
譜
集
で
あ
る
。
寛
永
時
代
に
江
戸
幕
府
の
傘
下
に
あ
っ
た
、
大
名
や
旗
本
な
ど
約
千
四
百
家
を
ま
と
め
る
。（
山
本
信
吉
「『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
つ
い
て
」日
光
東
照
宮
社
務
所『
日
光
叢
書　
寛
永
諸
家
系
図
伝　
第
一
巻
』
続
群
書
類
従
完
成
会
（
一
九
八
九
）
よ
り
参
照
）
　
本
稿
の
引
用
部
は
、
太
田
ぜ
ん
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜　
第
八
』
続
群
書
類
従
完
成
会
（
一
九
六
五
）
よ
り
引
用
し
た
。
（
14
）　
林
羅
山
等
を
中
心
に
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
諸
大
名
・
旗
本
等
の
家
譜
で
あ
る
。（
太
田
ぜ
ん
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜　
第
一
四
』
続
群
書
類
従
完
成
会
（
一
九
六
四
）
よ
り
参
照
）
（
15
）　
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た
『
太
平
記
』
註
釈
書
。
陽
翁
が
作
者
の
一
人
と
さ
れ
る
。（
若
尾
政
希『「
太
平
記
読
み
」の
時
代　
近
世
思
想
史
の
構
想
』
平
凡
社
（
一
九
九
九
）
参
照
）
参
考
に
し
た
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
正
保
二
年
刊
の
版
本
で
あ
る
。
（
16
）　
直
冬
上
洛
の
事
は
桃
井
直
常
が
山
名
時
氏
ら
と
と
も
に
足
利
直
冬
を
擁
立
し
て
反
幕
府
勢
力
や
南
朝
方
ら
と
結
び
京
都
に
進
攻
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
の
話
で
あ
る
。
本
稿
で
引
用
し
た
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
箇
所
は
鬼
丸
鬼
切
譚
直
前
に
あ
る
桃
井
直
常
の
批
評
で
あ
る
。
時
の
高
師
直
と
桃
井
直
常
の
話
を
引
き
出
し
て
、
観
応
の
擾
乱
の
時
、
直
常
が
禅
門
（
直
義
）
の
味
方
に
つ
い
た
が
そ
れ
は
私
怨
の
た
め
で
あ
り
禅
門（
直
義
）に
対
す
る「
実
ノ
忠
」
は
な
い
。
よ
っ
て
真
の
良
臣
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
を
お
許
し
頂
き
ま
し
た
東
北
大
学
付
属
図
書
館
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
お
が
わ　
ち
な
み
）
